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就
任
挨
拶荻

原
荻
原 

謙
一
謙
一

五
味
五
味 

髙
明
髙
明

議長・副議長 就任挨拶議長・副議長 就任挨拶

　町民の皆さまには、日頃より御代田町議会に対しまして、温かいご支援とご協力を賜り、

心より感謝申し上げます。

　去る９月21日に開催された臨時会にて、私たちは議員各位のご推挙を得て、議長（再任）

並びに副議長（新任）の職を担うことになり、大変光栄に存じます。同時に、その職責の重

さに身の引き締まる思いでございます。歴代の議長、議員各位によってつくられ、守られて

きたよき伝統は継承しつつ、これまで進めてきた議会改革のさらなる推進と議会の活性化に

より、開かれた魅力ある議会の構築、また町勢発展のために邁
まい

進
しん

して参る決意ですので、よ

ろしくお願いいたします。

　また、議会は議員だけでは、運営していけないものです。議会事務局、町長をはじめ執行

部のご協力、ご指導、ご鞭
べん

撻
たつ

を賜りますようお願い申し上げます。

　多様化する町民のニーズに応えるよう皆さまの声を丁寧に受け止め、執行機関と一体とな

ってよりよい御代田町のあしたを目指し、職責を全うする覚悟でありますので、重ねて町民

の皆さまのご支援とご協力を心よりお願い申し上げ、就任の挨拶とさせて頂きます。
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委

員

会

新体制 決まる
副
委
員
長

茂木　重幸

委
員
長

内堀喜代志

五味　髙明小井土哲雄

森泉　謙夫 黒岩　　旭

内堀　綾子

会
員
委
任
常
済
経
設
建
民
町

町
民
課
・
産
業
経
済
課
・
建
設
水
道
課

所
管
課

副
委
員
長

市村千恵子

委
員
長

池田　るみ

山浦　久人 荻原　謙一

赤田　憲子 中山　温夫

尾関　充紗

会
員
委
任
常
教
文
祉
福
務
総

総
務
課
・
企
画
財
政
課
・
税
務
課
・
会
計
課
・

保
健
福
祉
課
・
教
育
委
員
会
・
消
防
課
・
議
会
事
務
局

所
管
課

委
員
長

市　

村　

千
恵
子

副
委
員
長

茂

木

重

幸

委

員

池

田

る

み

荻

原

謙

一

委

員

内　

堀　

喜
代
志

山

浦

久

人

内

堀

綾

子

尾

関

充

紗

広

報

広

聴

常

任

委

員

会

佐
久
広
域
連
合五

味

髙

明

荻

原

謙

一

浅
麓
環
境
施
設
組
合

荻

原

謙

一

内　

堀　

喜
代
志

森
泉
山
財
産
組
合

市　

村　

千
恵
子

茂

木

重

幸

佐
久
水
道
企
業
団

小
井
土　

哲　

雄

市　

村　

千
恵
子

浅
麓
水
道
企
業
団

内　

堀　

喜
代
志

荻

原

謙

一

黒　

岩　
　
　

旭

北
佐
久
郡
老
人
福
祉
施
設
組
合

池

田

る

み

市　

村　

千
恵
子

佐
久
市
・
北
佐
久
郡
環
境
施
設
組
合

茂

木

重

幸

市　

村　

千
恵
子

一

部

事

務

組

合

議

会

運

営

委

員

会

委
員
長

小
井
土　

哲　

雄

副
委
員
長

市　

村　

千
恵
子

委

員

茂

木

重

幸

中

山

温

夫

他
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決

算

町税
２３億３,６３１万円

地方
交付税

１２億６９７万円

 ５,２００万円

４億８,１３１万円

 ６, ７８６万円

国庫・
県支出金
２９億７２６万円

２億３,２２６万円

町債
４億４,７１０万円

２億３,１１２万円
１億６,４３０万円
１億７,１４８万円

町
で
得
た
お
金

借
金

国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た
お
金

令和２年度決算

みよたのお財布みよたのお財布
使ったお金使ったお金

８０億１９６７万円
入ってきたお金入ってきたお金

８２億９７９７万円一般会計

道路・建物の整備など
に使うお金

いざというときのため
に貯めておくお金

国からの特別定額給付
金や広域で行う消防な
どにかかるお金

道路などを保つお金

電気代などのほか、
町の運営に必要なお金

借金を返すお金

困っている皆さんを
助けるお金

給料などに払うお金
人件費

１１億９,４０７万円

扶助費
５億７,０２６万円

公債費
８億７,０１２万円

物件費
１１億９,５９８万円

維持補修費
４,１８６万円

補助費
２７億９,２１２万円

繰出金
６億６,２８５万円

積立金
１億１,７９５万円

投資的経費
５億７,４４６万円２億７,８３０万円 ◀差金差金（来年度に繰り越し）

他の会計に移すお金

その他から得たお金

国や銀行から
借りたお金

国や県からもらう
使い道が決められた
お金

その他国から
もらえるお金

国や県からもらう
自由に使えるお金

昨年の残ったお金

貯金を取り崩したお金

ふるさと納税などの
寄付金

町営住宅の家賃など

保育園に
入ったお金など

みなさんから
税として集めたお金
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決

算

５００万円

給料
１５８万円　３２％

両親・親類からの援助
２９１万円　５８％

貯金の取り崩し
１４万円　３％ 借金 

２７万円　５％前年の残り
１０万円　２％

収入

４８３万円

食費
７２万円
１５％ 医療費

３４万円
７％

借金の返済
５２万円
１１％

光熱水費など
７２万円　１５％

新築・リフォーム
３７万円　８％

家族・親類への援助
２０８万円　４３％

貯金
７万円
１％

支出

令和２年度の収入を　　　　　　　令和２年度の収入を　　　　　　　
５００万円の家計におきかえると？５００万円の家計におきかえると？

特別会計

収入　１６億８,０１６万円
支出　１５億５,４９１万円

国民健康保険国民健康保険

収入　１１億２,７１０万円
支出　１０億８,３６８万円

介護保険介護保険

収入　７億８,８８７万円
支出　７億７,９５７万円

公共下水道公共下水道

他に、７つの特別会計などがあります。
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質

疑

し
て
い
る
。
耐
震
基
準
を

満
た
す
こ
と
が
補
助
要
件

で
あ
り
、
普
及
の
壁
に
も

な
っ
て
い
る
。

　

当
町
は
今
後
移
住
が
増

え
る
見
込
み
で
も
あ
り
、

交
付
要
綱
の
検
証
を
含
め

本
事
業
を
継
続
す
る
か
否

か
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

令
和
3
年
度
補
正
予
算

Q

保
育
所
等
整
備
交
付

金
６
千
153
万
円
の
内
容
は
。

A

令
和
４
年
度
開
設
予

定
の
小
規
模
保
育
事
業
所
、

「
ア
ン
ジ
ュ
ー
ル
保
育

A

現
在
は
塩
野
、
馬
瀬

口
、
草
越
の
３
地
区
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
農
地
、

水
路
、
農
道
、
畑は

た

灌か
ん

な
ど

の
農
業
施
設
の
保
全
管
理

活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

小
田
井
、
豊
昇
、
御
代

田
（
城
ノ
内
）
の
３
地
区

に
も
組
織
立
ち
上
げ
の
動

き
が
あ
る
。

Q

空
家
改
修
補
助
金
60

万
円
と
あ
る
が
、
今
ま
で

の
事
業
効
果
と
今
後
の
対

応
は
。

A

平
成
29
年
か
ら
７
軒

の
空
家
が
解
消
さ
れ
、
事

業
効
果
は
あ
っ
た
と
判
断

小
沼
と
馬
瀬
口
の
２
カ
所

で
操
業
し
て
い
る
施
設
を

小
沼
１
カ
所
に
集
約
し
、

施
設
機
能
の
拡
充
を
計
画

し
て
い
る
。

　

総
事
業
費
８
億
６
千
944

万
円
に
対
し
、
国
庫
補
助

金
３
億
９
千
520
万
円
を
差

し
引
い
た
額
に
対
す
る

５
％
の
町
補
助
金
で
あ
る
。

園
」
に
２
千
628
万
円
、
建

設
予
定
地
は
三
ツ
谷
地
籍

㈱
キ
ョ
ウ
シ
ョ
ク
付
近
で

あ
る
。

　

ま
た
「
お
お
き
く
な
あ

れ
保
育
園
み
よ
た
」
に
３

千
525
万
円
、
建
設
予
定
地

は
塩
野
地
籍
大
谷
地
鉱
泉

の
西
側
で
あ
る
。

に
努
め
、
最
終
処
分
場
の

延
命
を
図
り
た
い
。

Q

農
林
水
産
費
の
多
面

的
機
能
支
払
交
付
金
事
業

906
万
円
の
事
業
内
容
は
。

令
和
２
年
度
決
算

Q

井
戸
沢
最
終
処
分
場

残
余
容
量
測
定
委
託
料
46

万
円
の
調
査
結
果
は
。

A

こ
の
３
年
間
で
60
㎥

増
え
た
。
こ
れ
は

処
理
場
全
体
が
１

㎝
ほ
ど
沈
下
し
た

と
同
程
度
で
あ
る
。

雨
水
に
よ
る
地
盤

沈
下
、
重
機
に
よ

る
填
圧
が
考
え
ら

れ
る
。

　

今
後
も
皆
様
の

協
力
を
得
て
、
分

別
や
リ
サ
イ
ク
ル

質　
　
　
　

疑

井戸沢最終処分場

ＪＡ佐久浅間　小沼野菜加工施設

令和３年

第３回

定例会

９
月
定
例
会
は
９
月
29
日
に
招
集
さ
れ
、
10
月
14
日
ま
で
の
16
日
間
の
会

期
で
開
催
さ
れ
た
。

　

人
事
案
１
件
、
条
例
案
１
件
、
決
算
の
認
定
11
件
、
補
正
予
算
案
７
件
、

報
告
２
件
で
、
町
側
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
20
件
を
原
案
ど
お
り
認
定
・
可

決
・
同
意
し
た
。

　

財
源
は
国
の
補

助
金
が
３
分
の
２
、

町
は
12
分
の
１
、

残
り
は
事
業
者
負

担
で
あ
る
。

Q

農
業
振
興
事

業
補
助
金
２
千
371

万
円
の
内
容
は
。

A

佐
久
浅
間
農

協
で
は
野
菜
加
工

施
設
の
再
編
計
画

に
基
づ
き
、
現
在

最終日 初日②

初日①

YouTube２次元コード
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上
程
議
案

第２回　臨時会（８月26日）

条例案
・議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例案
・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案
・御代田町特別職の職員で常勤の者等の給与に関する条例の一部を改正する条例案
報酬審議会の答申により、議員の報酬額、町長等の給料月額、消防団等の非常勤特別職の報酬を改定するもの。

予算
令和３年度御代田町一般会計補正予算案（第３号）
テイクアウト事業応援補助金の延長及び消防署駐車場整備にかかるもの。

第３回　臨時会（９月21日）

条例案
御代田町公園条例の一部を改正する条例案
消防署駐車場整備にあたり、カリンパークを廃止するもの。

専決処分
令和３年度御代田町一般会計補正予算案（第４号）
農業者向け・事業者向けみよたん給付金にかかるもの。

人事案
監査委員の選任について（議会選出）
８ページ

第３回　定例会（９月29日～10月14日）

条例案
御代田町男女共同参画推進条例を制定する条例案
男女共同参画社会の実現を図ることを目的とし、男女共同参画の推進に関する事項を定めるもの。

予算・決算
令和２年度御代田町一般会計・各特別会計決算の認定
質疑：６ページ、委員会審査：18～19ページ
令和３年度御代田町一般会計・各特別会計補正予算案
質疑：６ページ、委員会審査：18～19ページ

人事案
監査委員の選任について（識見を有する者）
８ページ

意見案
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
17ページ

その他
令和２年度御代田町財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告
財政健全化法に基づく諸数値の報告。
御代田町国民保護計画の変更
国の指針等の変更により、有事の際の安否情報の収集、報告の方法等を現状に合わせるもの。

審議した議案など（議案は全て全会一致）
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監
査
報
告

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
れ
た
デ

ー
タ
ー
を
そ
の
ま
ま
内
部

報
告
書
と
す
る
よ
う
で
は

ソ
フ
ト
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
該
デ
ー
タ
ー
を

上
級
機
関
へ
報
告
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
で
も
、
内

部
報
告
用
は
解
り
易
く
修

正
す
る
よ
う
自
律
性
を
発

揮
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

　

仕
事
の
う
え
で
は
物
ご

と
を
批
判
的
に
考
え
て
判

断
を
下
し
、
そ
れ
を
言
葉

で
周
り
の
人
に
伝
え
る
と

い
う
能
力
は
、
言
わ
れ
た

こ
と
だ
け
を
や
る
他
律
的

な
実
践
だ
け
で
は
得
ら
れ

ず
、
自
主
的
・
自
律
的
学

習
が
必
要
で
な
い
で
し
ょ

う
か
。

選
択
を
律
す
る
の
が
自
律

的
責
任
で
あ
る
。」

　

さ
て
、
こ
こ
で
い
う
自

律
性
あ
る
い
は
自
律
的
と

は
ど
の
よ
う
な
意
味
合
い

で
し
ょ
う
か
。
自
律
性
と

は
、
上
司
や
同
僚
か
ら
言

わ
れ
た
こ
と
だ
け
を
こ
な

す
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
自
ら
考
え
て
付
加
価

値
を
生
み
出
す
た
め
の
行

動
が
と
れ
る
能
力
を
指
し

ま
す
。

　

し
か
し
、
最
近
は
上
司

や
同
僚
の
み
な
ら
ず
ソ
フ

ト
か
ら
の
自
律
的
脱
却
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば
会
計
の
基
礎

知
識
が
な
く
て
も
、
財
務

ソ
フ
ト
の
導
入
に
よ
り
決

算
書
等
が
作
成
で
き
ま
す
。

性
の
高
さ
で
測
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
人
間
の
持
つ
自

律
性
の
程
度
は
、
そ
の
計

画
性
の
程
度
を
左
右
し
、

具
体
的
に
は
、
計
画
の
内

容
や
方
法
と
し
て
現
れ
て

く
る
。」

　

ま
た
、
全
く
別
の
分
野

の
「
行
政
学
」
の
著
書
の

最
終
ペ
ー
ジ
に
は
次
の
よ

う
に
締
め
く
く
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　
「
行
政
職
員
が
直
面
す

る
デ
ィ
レ
ン
マ
の
う
ち
で

も
、
こ
と
に
深
刻
な
の
は
、

直
近
の
上
司
か
ら
下
さ
れ

た
指
示
・
命
令
が
己
の
信

条
体
系
に
著
し
く
背
反
し

て
い
て
、
と
う
て
い
承
服

し
が
た
い
よ
う
な
と
き
で

あ
ろ
う
。（
こ
れ
に
対
す

る
抵
抗
手
段
の
）
判
断
と

【
決
算
審
査
の
所
感
】

　

自
律
性
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
の
決
算
審

査
を
ま
え
に
教
育
基
本
法

を
見
て
い
ま
し
た
。
同
法

第
21
条
に
は
「
自
律
の
精

神
に
基
づ
き
主
体
的
に
社

会
の
形
成
に
参
画
し
、
そ

の
発
展
に
寄
与
す
る
態
度

を
養
う
こ
と
。（
要
約
）」

と
の
規
定
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
自
律
性
に
つ
い
て
は

そ
の
昔
と
最
近
読
ん
だ
書

籍
に
思
い
つ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
一
は
経
営
組
織
論

に
関
す
る
あ
る
50
年
前
に

読
ん
だ
書
籍
で
次
の
よ
う

に
始
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
人
間
生
活
の
向
上
は
、

そ
の
行
動
に
お
け
る
自
律

　

令
和
３
年
９
月
12
日
に
御
代
田
町
議
会
議
員
一
般

選
挙
が
行
わ
れ
、
14
名
の
定
数
の
う
ち
半
数
が
新
人

と
な
り
ま
し
た
。

６
月
定
例
会
か
ら
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
導
入
さ
れ
、

議
会
の
体
制
が
ぐ
ん
と
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
今
定

例
会
か
ら
、
こ
の
顔
ぶ
れ
で
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
ご
あ
い
さ
つ

表
紙
の
写
真

人
事
案
件

監
査
報
告
（
抜
粋
）

監
査
委
員

泉　

喜
久
男

小
井
土
哲
雄

令
和
二
年
度
決
算
審
査
の
結
論
は

　
　
　

「
正
確
か
つ
適
正
で
あ
る
と
認
め
た
」

井
田　

理
恵
氏
を
同
意

（
三
ツ
谷
区
在
住
）

任
期
は

令
和
３
年
10
月
15
日
か
ら

令
和
７
年
10
月
14
日
ま
で

監
査
委
員
（
識
見
を
有
す
る
者
）

小
井
土
哲
雄
氏
を
同
意

（
栄
町
区
在
住
）

任
期
は

令
和
３
年
９
月
21
日
か
ら

令
和
７
年
10
月
20
日
ま
で

監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
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教
育
次
長 　

危
険

箇
所
と
し
て
改
善

答

通
学
路
の
安
全
対
策
は

関
係
機
関
と
協
力
し
危
険
箇
所
の
改
善
に
努
め
て
い
る

危
険
箇
所
の
点
検

状
況
と
対
策
は
。

問

災
害
発
生
時
、
ど

こ
の
指
定
避
難
所

で
ど
れ
だ
け
の
人
が
避
難

生
活
で
き
る
の
か
。

総
務
課
長　

 

現
在
、

指
定
緊
急
避
難
場

所
が
36
カ
所
、
避
難
所
と

な
る
指
定
避
難
所
は
28
カ

所
を
指
定
し
、
公
共
施
設

で
あ
る
体
育
館
等
を
避
難

場
所
と
し
て
開
設
を
想
定

し
て
い
る
。

　

防
災
倉
庫
は
、
役
場
庁

舎
の
敷
地
内
に
３
棟
、
エ

コ
ー
ル
み
よ
た
内
の
倉
庫

を
入
れ
る
と
合
計
全
５
カ

所
７
棟
で
あ
る
。

　

食
料
備
蓄
品
に
は
人
口

約
１
割
が
１
日
３
食
３
日

分
の
食
料
及
び
水
を
確
保

で
き
る
よ
う
進
め
て
い
る
。

問答

自
主
防
災
組
織
で

作
成
さ
れ
た
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
、
そ
の
危
険

箇
所
へ
の
対
応
は
ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長 　

イ
ン

フ
ラ
整
備
に
は
膨

問答

備
し
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

災
害
発
生
時
の
行

政
と
自
主
防
災
組

織
の
連
携
は
。

総
務
課
長　

 

地
区

防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
と
周
知
を
行
い
、
ハ
ー

ド
事
業
対
策
と
し
て
、
国

土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策

定
し
、
実
施
し
て
い
く
。

問答

消
防
団
の
人
員
確

保
、
設
備
の
整
備

な
ど
消
防
組
織
の
強
化
は
。

消
防
課
長 　

ふ
る

さ
と
大
使
で
あ
る

安
藤
千
伽
奈
さ
ん
を
起
用

し
た
団
員
募
集
ポ
ス
タ
ー

を
作
成
し
、
町
内
の
各
事

業
所
へ
掲
示
を
依
頼
し
、

広
く
消
防
団
員
を
募
集
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
消
防
団
員
の
処

遇
改
善
を
目
的
に
団
員
報

酬
の
増
額
改
正
も
決
定
し

て
い
る
。

　

各
分
団
に
は
チ
ェ
ン
ソ

ー
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
な

ど
の
資
機
材
を
配
備
し
、

個
人
装
備
に
関
し
て
も
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
、
防
火
長

靴
、
安
全
手
袋
な
ど
を
配

問答

ポンプ操法大会

自主防災会議（清万区）

大
な
コ
ス
ト
と
長
い
年
月

を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
な

か
な
か
十
分
な
整
備
が
追

い
つ
い
て
い
な
い
の
が
現

実
で
あ
る
。

　

こ
の
た
め
、
地
区
防
災

マ
ッ
プ
作
成
な
ど
ソ
フ
ト

対
策
を
実
施
し
て
い
く
こ

と
で
危
険
箇
所
を
地
区
の

住
民
と
共
有
し
、
危
険
な

場
所
に
は
近
づ
か
な
い
、

早
目
に
避
難
す
る
と
い
う

意
識
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

黒岩　　旭 議員

災
害
発
生
時
の
行
政
と
自
主
防
災
組
織
の
連
携
は

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
を
策
定
し
実
施

YouTube ２次元コード

を
要
望
さ
れ
て
い
る

箇
所
は
104
件
で
あ
る
。

　

道
路
改
良
な
ど
特

に
改
善
が
必
要
と
思

わ
れ
る
17
カ
所
に
つ

い
て
グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
・
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
・
信
号
機
・
横
断

歩
道
・
ポ
ー
ル
の
設

置
な
ど
の
要
望
書
を

関
係
機
関
へ
提
出
し

て
い
る
。
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防
災
士
の
役
割
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
の
考
え
は
。

総
務
課
長 　

防
災

士
に
は
、
リ
ー
ダ

ー
的
な
役
割
と
し
て
自
主

防
災
組
織
の
中
で
活
動
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

問答

を
高
め
る
こ
と
が
安
心
・

安
全
な
町
づ
く
り
に
繋
が

る
と
考
え
、
そ
の
活
動
を

推
進
し
て
い
た
だ
く
防
災

士
の
資
格
補
助
は
、
前
向

き
に
か
つ
具
体
的
に
検
討

し
た
い
。

が
、
具
体
的
に
女
性
委
員

を
増
や
す
取
り
組
み
は
。

総
務
課
長 　

多
様

な
視
点
で
防
災
対

策
の
議
論
は
必
要
で
あ
り
、

今
後
は
女
性
委
員
を
増
や

し
て
い
き
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
防
災
会

議
条
例
第
３
条
の
委
員
が

充
て
職
と
い
う
状
況
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
こ
の

内
容
に
つ
い
て
先
進
状
況

を
調
査
し
進
め
た
い
。

地
域
の
防
災
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
活
躍

が
期
待
を
さ
れ
て
い
る
防

災
士
の
養
成
へ
、
防
災
士

の
資
格
取
得
の
補
助
の
考

え
は
。

総
務
課
長 　

地
域

の
減
災
と
防
災
力

答問答

め
て
い
る
。

ペ
ッ
ト
の
同
行
避

難
に
つ
い
て
、
令

和
元
年
第
３
回
定
例
会
で

一
般
質
問
を
し
た
が
そ
の

後
、
調
査
検
討
は
進
ん
だ

か
。

総
務
課
長 　

町
で

は
現
状
、
学
校
が

避
難
所
と
な
っ
た
場
合
は
、

学
校
敷
地
内
の
別
の
会
場

を
設
け
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
動
物
病
院
や
一

時
預
か
り
な
ど
の
災
害
協

定
に
つ
い
て
の
調
査
研
究

は
前
に
進
め
ら
れ
て
い
な

い
。
早
急
に
検
討
を
す
る
。

町
の
防
災
会
議
は

32
名
の
委
員
の
う

ち
女
性
は
３
名
と
少
な
い

問答問

立
て
式
の
簡
易
ト
イ
レ
や

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
い

ず
れ
が
良
い
の
か
検
討
し

た
い
。

福
祉
避
難
所
へ
の

要
配
慮
者
の
直
接

避
難
の
考
え
は
。

問

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
が
、
庁
舎
駐
車

場
に
２
基
設
置
を
し
て
あ

る
が
、
指
定
避
難
所
へ
の

設
置
の
考
え
は
。

総
務
課
長 　

設
置

に
は
多
額
の
費
用

が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
組

問答

避難時トイレ用マンホール

総
務
課

長 　

個

別
避
難
計
画
の

策
定
に
合
わ
せ
、

要
配
慮
者
の
絞

り
込
み
作
業
を

保
健
福
祉
課
で

実
施
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
合
わ

せ
て
福
祉
避
難

所
へ
の
受
入
れ

対
象
者
を
特
定

す
る
作
業
を
進

答

て
い
る
。

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
に
つ

い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

と
協
議
を
し
た

い
。

池田　るみ 議員

防
災
士
の
資
格
取
得
補
助
の
考
え
は

前
向
き
か
つ
具
体
的
に
検
討

YouTube ２次元コード
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の
構
造
物
の
設
置
、
ま
た

は
大
規
模
修
繕
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
箇
所
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
な
事
業

　

現
在
の
予
定
で
は
町
単

独
費
で
３
億
円
程
度
の
道

路
予
算
を
組
み
た
い
。

道
路
整
備
の
財
源
確
保
は

町
単
独
費
で
3
億
円
程
度
の
道
路
予
算
を
組
み
た
い

生
活
道
路
の
整
備

は
。

建
設
水
道
課
長 　

維
持
補
修
は
日
常

の
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
で
の

発
見
箇
所
や
住
民
か
ら
の

通
報
や
要
望
の
他
、
各
地

区
、
関
係
団
体
か
ら
の
要

望
等
に
よ
り
、
町
道
の
舗

装
修
繕
を
メ
イ
ン
に
実
施

し
て
い
る
。

今
後
の
整
備
の
見

通
し
と
財
源
確
保

は
。

町
長 　

新
た
に
道

路
用
地
の
確
保
が

必
要
で
あ
っ
た
り
、
多
く

問答問答

し
て
実
施
で
き
る
よ
う
新

た
な
基
金
を
設
け
る
の
か
。

③
北
小
学
校
の
建
替
え
に

備
え
て
積
立
を
始
め
る
の

か
。

　

以
上
を
課
題
と
し
て
特

定
目
的
基
金
を
、
町
の
未

来
の
財
政
運
営
に
有
効
に

活
用
で
き
る
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

万
円
と
大
き
く
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

基
金
の
活
用
は
。

企
画
財
政
課
長 　

災
害
や
減
収
、
緊

急
時
の
財
源
に
充
て
る
た

め
の
財
政
調
整
基
金
は
、

令
和
２
年
度
末
に
は
27
億

１
千
90
万
円
と
な
っ
て
い

る
。 問答

令
和
２
年
度
決
算

の
特
徴
は
。

企
画
財
政
課
長 　

歳
入
増
加
の
要
因

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
に
関
す
る
特
別
定

額
給
付
金
事
業
補
助
金
な

ど
の
国
庫
補
助
金
が
19
億

442
万
円
、
ふ
る
さ
と
納
税

寄
附
金
が
１
億
１
千
230
万

円
、
主
に
こ
れ
ら
が
増
額

と
な
っ
た
。

　

歳
出
で
は
、
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
の
国
庫
補
助

金
を
活
用
し
た
定
額
給
付

金
給
付
事
業
、
町
独
自
の

各
種
み
よ
た
ん
給
付
事
業
、

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

事
業
な
ど
の
実
施
に
よ
り

総
務
費
で
18
億
１
千
345
万

円
、
商
工
費
で
は
２
億
884

問答

学校給食

改善が必要な生活道路

　

18
の
基
金
の
活
用
は
、

現
在
再
編
を
検
討
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

そ
の
中
で
、
①
介
護
保

険
料
は
一
定
期
間
保
険
料

値
上
げ
の
抑
制
を
図
る
た

め
基
金
の
積
み
増
し
を
し

て
い
く
の
か
。

②
給
食
費
無
償
化
は
、
こ

ち
ら
も
一
定
期
間
、
安
定

と
し
て
長
期

の
予
算
が
必

要
と
な
る
。

　

来
年
度
か

ら
地
方
道
路

等
整
備
事
業

債
な
ど
の
起

債
を
活
用
し
、

か
な
り
思
い

切
っ
た
予
算

編
成
を
し
て

ま
い
り
た
い
。

荻原　謙一 議員

基
金
の
活
用
は

現
在
再
編
を
検
討
し
て
い
る

YouTube ２次元コード
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雨
災
害
が
あ
っ
た
と
仮
定

す
る
と
、
二
つ
弱
点
が
あ

る
。
１
カ
所
が
、
ま
さ
に

舟
ヶ
沢
を
起
点
と
す
る
塩

野
の
鉄
砲
水
が
心
配
で
あ

る
。

　

舟
ヶ
沢
の
空
堀
に
限
ら

塩
野
に
あ
る
町
長

の
後
援
会
の
看
板

に
、
災
害
に
強
い
町
と
書

い
て
あ
る
。
町
長
の
災
害

に
対
す
る
取
組
は
。

町
長 　

御
代
田
町

で
土
砂
災
害
、
大

問答

防
災
機
能
強
化
策

と
災
害
対
策
は
、

国
、
県
と
の
連
携
は
必
ず

必
要
と
な
る
。
国
、
県
と

の
連
携
を
い
か
に
考
え
る

か
。

総
務
課
長 　

町
で

は
大
規
模
自
然
災

害
発
生
時
に
、
人
命
を
守

り
、
地
域
経
済
社
会
へ
の

被
害
を
減
ら
し
、
早
期
復

旧
や
災
害
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
を
目
的
に
、
御
代
田

町
国
土
強
靭
化
地
域
計
画

の
策
定
に
全
庁
体
制
で
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

国
、
県
と
の
連
携
で
は
、

濁
川
、
舟
ヶ
沢
東
、
舟
ヶ

沢
西
の
３
カ
所
で
砂
防
堰え

ん

堤て
い

等
が
設
置
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

問答

に
流
れ
て
き
た
た
め
、
埋

没
し
た
人
家
が
２
軒
、
ま

た
流
出
耕
地
が
35
町ち

ょ
う

歩ぶ

余
り
あ
り
、
田
畑
は
腰
ま

で
沈
む
沼
地
と
な
っ
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

損
害
額
は
当
時
の
金
額

で
数
億
円
に
及
び
、
御
代

田
町
の
歴
史
上
最
大
の
土

石
流
災
害
で
あ
っ
た
。

　

平
尾
山
付
近
に
位
置
す

る
豊
昇
、
面
替
の
過
去
の

災
害
状
況
は
、
御
代
田
町

誌
に
よ
る
と
、
1 

1 

0 

8

年
の
天
仁
噴
火
で
起
き
た

追
分
火
砕
流
で
、
面
替
の

露
切
峡
ま
で
達
し
た
と
さ

れ
て
い
る
。

　

風
水
害
や
土
砂
災
害
な

ど
で
人
的
な
被
害
は
発
生

し
て
い
な
い
。

は
過
去
2 

0 

0 

0
年
の
間

に
３
回
起
こ
っ
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
当
町
に
影
響

の
あ
っ
た
噴
火
と
し
て
、

1 

1 

0 

8
年
、
天
仁
元
年

の
天
仁
噴
火
が
発
生
し
て

い
る
。

浅
間
山
と
平
尾
山

の
過
去
の
災
害
の

状
況
は
。総

務
課
長 　

浅
間

山
は
過
去
、
噴
火

災
害
や
土
石
流
災
害
が
発

生
し
て
い
る
。
噴
火
災
害

問答

舟ヶ沢の空堀

昭和25年に塩野を襲った土石流
　

土
石
流
災

害
は
、
昭
和

25
年
８
月
５

日
に
、
塩
野

に
あ
る
舟
ヶ

沢
か
ら
発
生

し
、
３
名
の

尊
い
人
命
が

失
わ
れ
た
。

　

御
代
田
町

誌
に
よ
る
と
、

河
原
化
し
た

宅
地
に
大
き

な
石
が
無
数

ず
、
人
間
が

造
っ
た
も
の

は
、
い
ず
れ

壊
れ
る
大
前

提
で
、
国
が

９
割
補
助
し

て
く
れ
る
緊

急
浚し

ゅ
ん

渫せ
つ

事

業
を
積
極
的

に
活
用
し
て
、

災
害
対
策
を

進
め
る
。

内堀喜代志 議員

防
災
機
能
強
化
策
と
災
害
対
策
は

国
土
強
靭
化
地
域
計
画
の
策
定
に
全
庁
体
制
で
取
り
組
む

YouTube ２次元コード
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被
保
険
者
の
う
ち
課
税

所
得
が
な
い
割
合
は
54
・

１
％
、
100
万
円
以
下
の
割

合
が
25
・
４
％
を
占
め
、

国
保
会
計
は
厳
し
い
状
況

が
続
く
と
予
想
さ
れ
、
18

歳
ま
で
の
均
等
割
の
見
直

し
は
今
後
慎
重
に
検
討
し

て
い
き
た
い
。

高
い
と
い
う
認
識
は
あ
る
。

　

現
実
に
高
止
ま
り
で
は

な
く
て
、
資
産
割
を
下
げ

た
こ
と
を
受
け
止
め
て
ほ

し
い
。

国
は
来
年
４
月
か

ら
未
就
学
児
の
均

等
割
を
見
直
す
。
18
歳
ま

で
延
長
し
て
実
施
す
る
考

え
は
。 

問

半
に
納
付
金
の
仮
算
定
が

あ
り
、
改
め
て
財
源
推
計

を
し
慎
重
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。町

の
国
保
税
が
高

止
ま
り
に
あ
る
認

識
は
。

町
長 　

高
止
ま
り

と
い
う
言
葉
遣
い

は
印
象
操
作
だ
と
思
う
。

問答

企
画
財
政
課
長 　

財
政
的
な
数
値
は
、

改
善
、
上
昇
し
て
い
る
。

財
政
調
整
基
金
は
前
年
度

よ
り
２
千
270
万
円
増
え
て

い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
（
２
億

３
千
201
万
円
）
が
な
け
れ

ば
実
質
的
に
は
赤
字
で
あ

る
が
、
財
政
的
に
は
健
全

に
運
営
で
き
て
い
る
。

み
よ
た
ん
給
付
金

１
人
１
万
円
の
再

実
施
の
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長 　

町
内
感
染
状
況
、

経
済
状
況
を
見
な
が
ら
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え

て
実
施
し
た
い
。

答問答

令
和
２
年
度
の
決

算
で
、
町
の
コ
ロ

ナ
対
策
に
お
け
る
国
・
県

の
補
助
金
、
一
般
財
源
の

内
訳
は
。企

画
財
政
課
長 　

実
施
し
た
事
業
数

は
39
事
業
で
、
事
業
費
は

22
億
818
万
円
、
国
庫
補
助

金
は
19
億
３
千
493
万
円
、

県
補
助
金
は
５
千
229
万
円
、

町
の
一
般
財
源
は
２
億
２

問答

砂場で遊ぶ子供たち

国
保
税
の
引
き
下
げ
を

慎
重
に
検
討
し
て
い
き
た
い

引
下
げ
の
た
め
の

税
率
改
正
は
。

保
健
福
祉
課
長 　

資
産
割
の
段
階
的

な
引
下
げ
で
、
毎
年
約
400

万
円
減
収
、
累
積
で
は
７

年
間
で
約
１
億
１
千
200
万

円
の
減
収
と
な
る
。

　

現
在
３
億
円
を
超
え
る

基
金
保
有
だ
が
、
11
月
後

問答

保
健
福
祉

課
長 　

当

町
で
は
110
名
、
84

世
帯
が
対
象
と
な

る
。

　

低
所
得
者
の
軽

減
措
置
は
通
常
ど

お
り
行
わ
れ
、
未

就
学
児
の
均
等
割

に
限
り
、
さ
ら
に

５
割
軽
減
と
な
る
。

答

市村千恵子 議員

町
独
自
の
コ
ロ
ナ
対
策
で
の
決
算
は
健
全
財
政
か

財
政
的
に
は
健
全
に
運
営
で
き
て
い
る

YouTube ２次元コード

千
96
万
円
で
あ
る
。

　

国
の
交
付
金
は
、
様
々

な
事
業
を
実
施
で
き
る
た

め
町
民
へ
迅
速
か
つ
直
接

的
な
支
援
事
業
の
実
施
に

努
め
て
き
た
。

 

決
算
状
況
は
、
健

全
財
政
を
維
持
で

き
た
か
。  

問

令和２年度実施の
みよたん生活応援金
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全
体
の
電
気
料
の
２
分
の

１
相
当
の
補
助
金
を
毎
年

交
付
し
て
い
る
。

　

現
在
、
１
千
541
基
（
内
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
301
基
。）
だ
が
、

今
後
も
各
区
の
区
長
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
増
設

計
画
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

※
他
に
、「
生
ゴ
ミ
の
処

理
に
つ
い
て
」
の
質
問
を

し
た
。

る
場
所
に
、
よ
り
効
果
的

な
手
法
に
よ
り
設
置
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

警
察
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
を
し
、
町
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

町
民
が
必
要
だ
と

感
じ
る
防
犯
灯
の

設
置
状
況
は
。

総
務
課
長 　

防
犯

灯
の
設
置
・
管
理

問答

る
ス
ロ
ー
プ
の
路
面
を
赤

色
に
着
色
し
、
停
止
線
前

後
に
「
止
ま
れ
」、
雪
窓

向
原
線
に
「
注
意
」
な
ど

の
路
面
表
示
、
交
差
点
周

辺
に
「
学
校
な
ど
あ
り
」

の
警
戒
標
識
な
ど
を
設
置

し
、
車
両
と
歩
行
者
の
注

意
喚
起
に
至
急
対
応
し
て

い
き
た
い
。

て
町
内
に
カ
メ
ラ
を
設
置

し
て
い
る
箇
所
は
な
い
。

　

今
後
は
、
地
域
の
特
徴

や
犯
罪
の
傾
向
を
把
握
し

た
上
で
効
果
が
見
込
ま
れ

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の

た
め
、
上
ノ
林
大
久
保
線

側
に
も
東
西
に
渡
る
横
断

歩
道
の
設
置
を
警
察
に
要

望
し
て
い
き
た
い
。

　

横
断
歩
道
の
両
端
に
視

線
誘
導
表
や
、
交
差
点
の

前
後
に
ド
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
波
線
表
示
）
の
設
置
、

更
に
、
し
な
の
鉄
道
横
断

地
下
道
か
ら
交
差
点
に
至

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
状
況
と
今
後
の
計
画
は

関
係
機
関
と
協
議
し
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
及
び
運
用
の
現

状
と
今
後
の
計
画
は
。

総
務
課
長 　

現
在
、

防
犯
を
目
的
と
し

問答

の
こ
と
で
あ
る
。

町
の
範
囲
で
出
来

る
具
体
的
な
対
策

は
。

建
設
水
道
課
長 　

事
故
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
、
視
覚
的
に
注
意

を
促
す
路
面
表
示
を
強
化

問答

し
な
の

鉄
道
高

架
下
を
通
り
西

軽
井
沢
方
面
へ

向
か
う
交
差
点

の
信
号
機
設
置

は
可
能
か
。

建
設
水

道
課
長 　

信
号
機
は
警
察

所
管
の
道
路
上

の
占
用
物
で
、

横
断
歩
道
も
警

問答

電柱に設置された防犯灯

は
各
区
が
行

い
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

式
防
犯
灯
の

新
設
及
び
付

け
換
え
費
用

に
対
し
上
限

２
万
円
の
補

助
、
防
犯
灯

察
が
設
置
す
る
。
佐
久
警

察
署
に
よ
る
と
、
当
該
交

差
点
付
近
で
の
事
故
は
過

去
５
年
間
で
15
件
発
生
。

　

こ
の
状
況
を
踏
ま
え
協

議
を
行
な
っ
た
が
構
造
上
、

現
状
で
は
信
号
機
設
置
の

可
能
性
は
か
な
り
低
い
と

赤田　憲子 議員

交
差
点
に
信
号
機
の
設
置
は
可
能
か

可
能
性
は
低
い
の
で
警
戒
標
識
な
ど
で
対
応

YouTube ２次元コード
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少
子
化
対
策
・
母
子
保

健
の
観
点
か
ら
必
要
性
の

高
い
事
業
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
国
が
進
め
る
保
険
適

用
後
も
事
業
の
継
続
を
考

え
て
い
る
が
、
国
や
県
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
踏

ま
え
、
検
討
す
る
。

不
妊
治
療
費
助
成

事
業
に
対
す
る
町

長
の
考
え
は
。

町
長 　

不
妊
治
療

に
対
す
る
助
成
に

つ
い
て
は
、
優
先
度
が
低

い
も
の
で
は
な
い
と
い
う

認
識
を
し
て
い
る
。

　

今
後
、
公
的
医
療
保
険

を
適
用
す
る
時
期
、
内
容

を
注
意
深
く
見
て
い
き
な

が
ら
、
真
剣
に
検
討
す
る
。

問答

加
え
る
な
ど
の
拡
充
は
考

え
て
い
な
い
が
、
国
や
県
、

近
隣
市
町
村
の
動
向
を
踏

ま
え
、
拡
充
な
ど
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

特
定
不
妊
治
療
が

保
険
適
用
さ
れ
た

場
合
、
事
業
の
見
直
し
・

拡
充
の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長 　

不
妊
治
療
に
か
か

る
１
件
当
た
り
の
平
均
額

は
、
人
工
授
精
で
３
万
円
、

体
外
受
精
で
50
万
円
、
男

性
不
妊
症
の
検
査
で
４
万

５
千
円
、
顕
微
鏡
を
使
っ

て
精
子
を
取
り
出
す
手
術

で
32
万
円
で
あ
り
、
保
険

適
用
後
も
多
額
の
治
療
費

が
夫
婦
の
負
担
に
な
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。

問答

指
定
医
療
機
関
以
外
で
の

治
療
に
つ
い
て
も
補
助
対

象
と
し
て
い
る
。

県
の
助
成
事
業
と

の
併
用
を
可
能
に

す
る
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長 　

複
数
の
近
隣
自
治

体
で
、
県
の
助
成
額
を
差

し
引
い
た
額
に
対
し
て
助

成
を
す
る
、
上
乗
せ
補
助

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を

把
握
し
て
い
る
。
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

男
性
不
妊
治
療
を

助
成
対
象
に
加
え

る
な
ど
、
事
業
の
拡
充
予

定
は
。

保
健
福
祉
課
長 　

現
段
階
で
は
男
性

に
限
っ
た
治
療
を
対
象
に

問答問答

　

助
成
金
は
１
回
あ
た
り

15
万
円
を
上
限
と
し
、
１

年
度
あ
た
り
２
回
、
同
一

年
度
内
に
県
・
他
市
町
村

の
助
成
を
受
け
た
こ
と
が

あ
る
場
合
に
は
、
受
け
た

回
数
と
合
わ
せ
て
２
回
で
、

５
年
間
を
限
度
と
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
町
の
助
成
事
業

は
県
の
制
度
の
補
完
の
意

味
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
県

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い

御
代
田
町
不
妊
治

療
費
助
成
事
業
の

事
業
内
容
は
。

保
健
福
祉
課
長 　

対
象
者
は
、
町
に

住
所
の
あ
る
法
律
上
の
婚

姻
を
有
し
て
い
る
夫
婦
の

う
ち
、
特
定
不
妊
治
療

（
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
）

以
外
の
治
療
法
に
よ
っ
て

は
妊
娠
の
見
込
み
が
な
い

か
、
極
め
て
少
な
い
と
医

師
に
診
断
さ
れ
た
者
で
あ

っ
て
、
申
請
日
の
１
年
以

上
前
か
ら
住
民
票
に
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
町
税

等
を
完
納
し
て
い
る
こ
と
、

当
該
治
療
に
対
し
県
・
他

市
町
村
の
助
成
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
の
全
て
に
該

当
す
る
方
で
あ
る
。

問答

厚生労働省　不妊治療の保険適用工程表

尾関　充紗 議員

不
妊
治
療
費
助
成
事
業
の
拡
充
は

公
的
医
療
保
険
の
適
用
後
に
検
討

YouTube ２次元コード
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未
就
学
児
へ
の
補
助
拡

大
は
考
え
て
い
な
い
。

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
間
隔
の
周
知
は
。

保
健
福
祉
課
長

最
近
の
通
知
の
中

に
は
入
っ
て
い
な
い
の
で
、

改
め
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
周
知
す
る
。

問答 ま
え
て
、
町
長
に
就
任
さ

れ
て
か
ら
ど
の
よ
う
に
接

し
て
き
た
か
。

町
長　

質
問
の
趣

旨
が
分
か
り
か
ね

る
の
で
答
弁
を
控
え
る
。

答

員
の
よ
う
に
人
に
し
か
で

き
な
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ

あ
る
。

　

過
去
が
甘
す
ぎ
た
と
以

前
の
答
弁
で
町
長
よ
り
あ

っ
た
が
、
そ
の
過
去
を
踏

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
未
就
学
児
へ
も

補
助
の
拡
大
は
考
え
て
い
な
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
補
助
金

の
対
象
は
小
中
学
生
だ
が
、

未
就
学
児
へ
の
補
助
拡
大

の
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長

時
限
的
な
補
助
で

あ
り
、
対
象
者
は
義
務
教

育
課
程
の
小
中
学
生
で
あ

る
。 問答

町
長

１
万
６
千

人
を
超
え
た
と
い

っ
て
い
る
人
口
と
推
計
上

の
人
口
は
違
う
も
の
な
の

で
、
違
う
も
の
を
比
べ
て

い
る
と
い
う
印
象
を
受
け

た
。 答

　

長
期
振
興
計
画
の
推
計

よ
り
も
早
く
、
今
年
度
人

口
は
、
１
万
６
千
人
に
到

達
し
た
。

　

正
規
職
員
数
の
増
員
の

必
要
性
を
感
じ
る
が
、
町

長
の
考
え
は
。

同
規
模
市
町
村
の
人
口
１

万
人
当
た
り
の
平
均
と
比

較
し
、
10
・
93
人
下
回
っ

て
い
る
。町

職
員
の
仕
事
は

多
岐
に
わ
た
り
、

一
つ
の
業
務
に
一
日
中
取

り
組
め
な
い
現
状
が
あ
る
。

問

職
員
数
の
現
状
は
。

総
務
課
長　

御
代

田
町
職
員
定
数
は

170
名
。
令
和
３
年
10
月
１

日
現
在
の
職
員
数
は
、
148

名
で
あ
る
。

　

地
方
自
治
体
の
業
務
が

年
々
増
加
し
、
住
民
ニ
ー

ズ
の
多
様
化
も
あ
り
、
今

後
の
行
政
運
営
を
勘
案
し

て
も
、
こ
の
職
員
数
で
は

無
理
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
26
年
度
以
降
は
職
員

年
齢
構
成
の
平
準
化
を
図

り
な
が
ら
計
画
的
な
採
用

を
実
施
し
た
。
多
く
の
職

員
の
突
然
の
自
己
都
合
退

職
も
あ
り
職
員
の
増
加
に

つ
な
が
ら
な
い
。

　

全
国
デ
ー
タ
に
基
づ
く

問答

第５次御代田町長期振興計画より

内堀　綾子 議員

職
員
数
の
現
状
は

自
己
都
合
退
職
も
あ
り
職
員
の
増
加
に
つ
な
が
ら
な
い

YouTube ２次元コード

今
ま

で
人

が
行
っ
て
き

た
仕
事
が
変

化
す
る
中
、

コ
ロ
ナ
ワ
ク

チ
ン
接
種
予

約
が
で
き
ず

に
職
員
の
手

を
必
要
と
し

た
方
、
庁
舎

正
面
で
迎
え

て
く
れ
る
職

問
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一
般
質
問

　

緊
急
で
対
策
を
取
る
事

案
が
発
生
し
た
場
合
は
、

随
時
連
絡
を
取
っ
て
協
議

し
て
い
る
。

別
荘
地
で
倒
木
の

発
生
や
道
路
を
塞

ぐ
木
や
壊
れ
か
か
っ
た
別

荘
も
あ
り
、
町
と
し
て
強

制
力
の
あ
る
手
段
は
な
い

か
。

産
業
経
済
課
長 　

空
き
地
、
空
き
家

の
管
理
は
所
有
者
に
あ
り
、

適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
な

い
空
き
家
に
対
し
て
は
行

政
指
導
と
行
政
代
執
行
な

ど
の
手
段
が
あ
る
。

　

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を

勘
案
し
て
、
そ
の
手
法
を

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が

あ
る
。

問答

と
の
連
携
を
図
り
、
危
険

箇
所
へ
の 

パ
ト
ロ
ー
ル
を

定
期
的
に
行
い
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

教
育
次
長 　

御
代

田
町
交
通
安
全
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
、
佐

久
警
察
署
な
ど
関
係
機
関

答

向
原
の
道
路
で
倒

木
が
あ
り
、
そ
の

木
が
通
行
中
の
車
に
倒
れ

る
事
が
あ
っ
た
。 

　

そ
の
後
町
は
ど
の
よ
う

に
対
応
し
た
か
。

建
設
水
道
課
長 　

町
道
雪
窓
向
原
線

の
私
有
地
の
樹
木
が
道
路

側
へ
倒
れ
、
配
達
会
社
の

車
両
が
倒
れ
た
木
に
衝
突

し
、
フ
ロ
ン
ト
バ
ン
パ
ー

と
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
を
破
損

し
た
。

　

職
員
が
駆
け
つ
け
路
上

の
倒
れ
た
木
を
撤
去
、
道

路
の
通
行
を
確
保
し
た
。

通
学
路
や
道
路
の

安
全
点
検
・
パ
ト

ロ
ー
ル
は
行
っ
て
い
る
か
。

問答問

山浦　久人 議員

通
学
路
や
道
路
な
ど
の
倒
木
対
策
は

定
期
パ
ト
ロ
ー
ル
で
対
策
を
講
じ
て
い
る

趣旨
　新型コロナウイルスの感染拡大は、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を及ぼ
しており、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳しい状況に直
面している。
　このような状況において、地域の実情に応じた行政サービスを持続的に提供していくた
め、地方交付税等の一般財源総額の確保・充実を強く求める。
【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、
内閣官房長官、経済再生担当大臣】

YouTube ２次元コード

議会から国へ意見書を提出しました
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

A

図
書
館
で
の
企
画
展
に
、
軽
井
沢
町

の
堀
内
勉
さ
ん
が
出
版
を
し
た
「
読
書
大

全
」
の
中
で
紹
介
を
し
て
い
る
本
200
冊
を

図
書
館
で
の
企
画
展
で
展
示
す
る
た
め
に

購
入
を
す
る
。

　

ま
た
、
実
際
の
購
入
数
は
、
既
に
蔵
書

や
寄
贈
分
を
除
く
182
冊
で
あ
る
。

そ
の
図
書
の
対
象
年
齢
は
。
推
薦
本
を
選

ん
だ
基
準
は
。

A

子
ど
も
に
は
少
し
難
し
い
が
、
全
町

民
を
対
象
に
、
あ
ら
ゆ
る
人
の
教
養
を
高

め
る
た
め
、
そ
の
道
の
専
門
で
あ
る
堀
内

さ
ん
が
選
定
を
さ
れ
た
本
と
い
う
の
が
基

準
で
あ
る
。

一
部
あ
り
、
委
託
料
と
総
額
は
合
わ
な
い

が
、
80
万
８
千
351
円
の
切
手
を
い
た
だ
い

て
い
る
。

コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
納
税
（
町
民
税
、
固

定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動

車
税
）
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
が
今
年

４
月
か
ら
利
用
開
始
と
な
っ
て
い
る
が
利

用
状
況
は
。

A

９
月
24
日
現
在
759
件
で
、
督
促
手
数

料
２
千
700
円
を
含
む
１
千
297
万
６
千
100
円

の
入
金
が
確
認
で
き
て
い
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

図
書
購
入
費
49
万
２
千
円
の
詳
細
は
。

条
例
制
定

御
代
田
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
に
お

い
て
、
男
女
共
同
参
画
計
画
の
策
定
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A

企
画
財
政
課
で
た
た
き
台
を
作
り
、

11
月
に
１
回
目
の
審
議
会
を
開
催
し
て
意

見
の
集
約
を
す
る
。
そ
し
て
、
２
回
目
を

12
月
に
、
３
回
目
を
１
月
に
開
催
の
予
定

を
し
て
お
り
、
３
月
に
は
策
定
完
了
と
考

え
て
い
る
。

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
２
億
３
千
200
万
円

の
う
ち
特
典
事
業
費
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

の
手
数
料
な
ど
の
諸
経
費
の
割
合
は
。
ま

た
、
実
際
に
町
で
使
え
る
金
額
は
。

A

例
年
は
、
46
％
位
の
経
費
と
な
っ
て

い
る
が
、
令
和
２
年
度
は
、
返
礼
品
不
要

で
大
き
い
金
額
の
寄
附
が
あ
っ
た
た
め
約

41
％
の
経
費
と
な
っ
て
い
る
。
使
用
可
能

額
は
、
約
１
億
８
千
515
万
円
で
あ
る
。

切
手
で
ふ
る
さ
と
納
税
事
業
委
託
料
２
万

３
千
918
円
で
真し

ん

贋が
ん

判
定
を
行
い
額
面
の

３
％
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ど
の
く
ら
い
の

切
手
の
寄
附
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
か

A

真し
ん

贋が
ん

判
定
を
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

男女共同参画計画の策定始まる

ふるさと納税された切手を活用

図書館での企画展
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

ほ
ど
の
２
園
を
加
え
て
プ
ラ
ス
38
名
が
上

限
と
な
る
。

　

今
後
人
口
が
減
る
の
で
、
児
童
数
減
少

の
懸
念
は
あ
る
。
仮
定
の
話
で
は
あ
る
が
、

私
立
保
育
園
は
全
部
埋
め
て
、
公
立
か
ら

少
し
ず
つ
減
ら
し
て
い
く
考
え
方
で
進
め

た
い
。

龍
神
ま
つ
り
は
２
年
間
な
く
、
舞
手
の
意

識
が
下
が
っ
て
い
る
。
全
く
イ
ベ
ン
ト
が

な
い
中
、
応
援
を
込
め
た
形
で
補
助
す
る

と
い
っ
た
こ
と
を
町
は
考
え
る
べ
き
だ
と

思
う
が
。

A

担
当
係
と
し
て
は
、
少
し
で
も
支
援

で
き
る
よ
う
話
を
し
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
最
新
の
交
付
率

は
。

A

９
月
１
日
時
点
で
、
御
代
田
町
は

33
・
４
％
に
な
る
。
県
は
32
・
３
％
で
長

野
県
の
中
で
上
か
ら
28
番
目
に
な
る
。
９

月
30
日
現
在
で
34
・
１
％
に
な
り
、
少
し

ず
つ
伸
び
て
い
る
。

龍
神
の
杜
公
園
に
つ
い
て
、
公
園
の
草
刈

り
は
ど
の
よ
う
に
管
理
を
し
て
い
る
か
。

A

年
に
４
回
、
６
〜
９
月
に
芝
を
刈
る
。

７
月
は
龍
神
ま
つ
り
に
合
わ
せ
て
刈
る
よ

う
に
対
応
し
て
い
る
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

未
満
児
保
育
園
が
２
園
新
規
に
開
園
す
る

と
あ
る
が
、
待
機
児
童
対
策
と
し
て
は
、

十
分
効
果
が
あ
る
と
思
う
。
２
園
が
開
園

し
た
後
に
、
何
年
く
ら
い
待
機
児
童
が
い

な
い
状
況
が
続
く
の
か
。

A

今
回
２
園
が
つ
く
ら
れ
、
定
員
が
各

園
19
名
で
合
計
38
名
増
加
と
な
る
。
当
面

は
待
機
児
童
が
出
な
い
見
込
み
だ
。

現
状
足
り
て
い
る
と
い
う
話
だ
が
、
今
後

子
ど
も
が
減
っ
て
し
ま
い
将
来
的
に
廃
園

と
な
る
心
配
は
な
い
か
。

A

現
状
、
165
名
の
未
満
児
の
お
子
様
を

町
内
で
お
預
か
り
し
て
い
る
。
そ
れ
に
先

私立の未満児保育園が２園開園へ

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決
算

工
業
振
興
奨
励
補
助
金
に
つ
い
て
、
い
く

ら
支
出
し
た
か
。
ま
た
、
例
年
と
比
べ
て

ど
う
か
。

A

令
和
２
年
度
に
支
出
し
た
額
は
概
算

で
ミ
ネ
ベ
ア
ミ
ツ
ミ
に
対
し
て
837
万
円
、

シ
チ
ズ
ン
フ
ァ
イ
ン
デ
バ
イ
ス
に
対
し
て

946
万
円
、
シ
チ
ズ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
に
対
し

て
１
千
31
万
円
、
日
穀
製
粉
に
対
し
て
940

万
円
、
そ
こ
に
エ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
土
地

購
入
分
に
つ
い
て
２
千
556
万
円
を
支
出
し

た
。

　

ま
た
、
前
年
度
と
比
べ
て
１
千
570
万
円

増
加
し
て
い
る
。
た
だ
、
エ
リ
ア
デ
ザ
イ

ン
の
土
地
購
入
に
対
す
る
補
助
金
は
、
土

地
購
入
か
ら
３
年
間
補
助
す
る
も
の
で
、

令
和
２
年
度
で
終
了
し
た
。
従
っ
て
、
今

年
度
は
前
年
度
か
ら
減
る
見
込
み
で
あ
る
。

エリアデザイン

開園予定の新規保育園工事
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編
集
後
記

　

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
大
波

で
あ
っ
た
第
５
波
も
よ
う
や

く
落
ち
着
き
、
ほ
っ
と
し
て

い
ま
す
が
、
感
染
防
止
に
は

引
き
続
き
留
意
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

気
温
の
寒
暖
差
が
激
し
く

体
調
管
理
は
大
変
で
す
が
、

木
々
の
色
づ
き
が
鮮
や
か
に

な
り
、
秋
も
深
ま
っ
て
き
ま

し
た
。

　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、

９
月
の
改
選
で
新
し
い
メ
ン

バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野

を
生
か
し
、
手
に
と
っ
て
読

み
た
く
な
る
よ
う
な
紙
面
作

り
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
村
千
恵
子

を
確
保
す
る
為
に
有
意
義
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

っ
て
消
防
団
活
動
の
ほ
と
ん
ど

が
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
来

年
度
よ
り
団
員
報
酬
の
引
き
上

げ
を
議
会
で
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
こ
と
を
起
爆
剤
と
し
て
、
団

員
数
の
定
数
確
保
と
共
に
、
よ

り
有
益
な
訓
練
の
実
施
、
技
術

の
習
得
を
通
し
て
町
民
の
皆
様

の
安
心
、
安
全
の
為
の
活
動
を

続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

に
よ
り
、
住
民
の
方
々
の
安
全

防
隊
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

た
団
員
の
減
少
に
悩
む
消
防
団

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
組
織
と
し
て

の
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

塩
野
区
内
で
発
生
し
た
災
害

時
に
は
、
緊
急
出
動
を
し
ま
す
。

直
近
の
緊
急
出
動
は
、
一
昨
年

の
台
風
19
号
時
に
、
区
民
の
安

否
確
認
と
、
避
難
所
へ
の
誘
導

や
災
害
箇
所
の
点
検
を
地
元
消

防
団
と
連
携
し
て
行
い
ま
し
た
。

区
民
の
高
齢
化
や
独
居
家
庭
が

増
え
る
昨
今
で
は
あ
り
ま
す
が
、

地
元
に
根
付
い
た
活
動
と
区
民

か
ら
信
頼
さ
れ
る
塩
野
自
衛
消

塩野自衛消防隊長　

内堀　孝昌さん
 （塩野）

御代田町消防団長

丸山　善行さん
 （面替）

　

先
日
、
御
代
田
町
消
防
団
で

は
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
取
扱
い
訓
練

並
び
に
水
防
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
令
和
元
年
10
月
12
か
ら
13

日
に
か
け
て
県
内
に
接
近
し
た

台
風
19
号
災
害
で
は
、
幸
い
に

も
町
内
に
お
い
て
は
大
き
な
人

的
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
用
水
路
の
氾
濫
や
、
土
砂

崩
落
、
道
路
の
陥
没
等
が
あ
り
、

今
後
も
起
こ
る
で
あ
ろ
う
風
水

害
に
備
え
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
に

よ
る
木
の
切
断
、
土
の
う
作
り

や
そ
の
設
置
方
法
を
学
ぶ
こ
と

　

塩
野
自
衛
消
防
隊
は
、
塩
野

自
主
防
災
組
織
下
に
あ
り
、
平

成
28
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

隊
員
は
、
消
防
団
Ｏ
Ｂ
を
中
心

に
し
て
、
20
数
名
で
構
成
さ
れ
、

消
火
栓
取
り
扱
い
訓
練
や
塩
野

区
防
災
訓
練
の
参
加
、
宅
老
所

の
避
難
訓
練
の
協
力
、
秋
に
は

消
防
団
と
協
力
し
て
消
火
栓
の

点
検
と
防
火
ビ
ラ
の
配
布
な
ど

の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
、
区
民
同
士
の

助
け
合
い
の
「
共
助
」
の
精
神

に
基
づ
い
た
活
動
を
行
い
、
ま

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委
員
長

市
村
千
恵
子

副
委
員
長

茂
木　

重
幸

委

員

池
田　

る
み

荻
原　

謙
一

内
堀
喜
代
志

山
浦　

久
人

内
堀　

綾
子

尾
関　

充
紗

消火栓点検


